
 

調査研究概要 
 
1.	 研究テーマ 
	 	 津軽地域における保健医療福祉介護に関する実態調査 
 
2.	 研究目的 

日本は超高齢化社会に伴い、医療機関の機能分化・在院日数の短縮化が進みました。それにより、

生活課題や医療ケアを抱えたまま在宅への退院を余儀なくされている現状があり、その地域の実情に

即した地域包括ケアの構築、保健・医療・福祉・介護の連携を意識した積極的な介入が求められてい

ます。そのため、同地域では医療機関の連携を深めるために 2006 年から津軽地域ケアネットワーク
が発足し、近年は保健・福祉・介護との研修会も行っています。 
本人の自己決定を支え、望む生活を送れるように退院支援を行っていますが、退院困難な要因を多

く抱えている人ほど、入院が長期化しています。退院支援を阻害する要因は、身体的問題のみではな

く、経済的問題・介護や福祉に関する問題・家族関係の問題など多岐にわたります。そのような中、

今後は家族が支えてきた高齢者を、積極的に社会が支える体制が求められています。また、地域の多

様な社会資源とのネットワーク構築の状況は支援上の環境要因であり、困難事例への対応について多

職種の連携が必須であることを示しています。そのため、これらの多様な問題を調整しながら、住み

慣れた地域で安心して自分らしい生活を続けていくために、患者・家族・行政・介護・福祉等との連

携を頻繁に行い、必要なサービスが切れ目なく提供される必要があります。	

そこで本研究は、津軽地域らしい地域包括ケアの実現を目指すために、本人の望む生活を阻害して

いる地域の実態を調査し、津軽地域に不足している社会資源や、各専門職との連携における課題を明

らかにすることを目的に実施します。 
 
3.	 研究方法 
（1）研究デザイン	 	 	 無記名自記式質問紙による実態調査研究 
（2）研究場所	 	 	 	 	 青森県津軽地域	

（弘前市、黒石市、平川市、大鰐町、藤崎町、板柳町、田舎館村、西目屋村、	

青森市浪岡）	

（3）研究対象者	 	 	 	 保健、医療、福祉、介護分野の連携実務者 
（医師、歯科医師、薬剤師、保健師、看護師、MSW・PSW、介護福祉士、 
介護支援専門員、その他） 

（4）データ収集期間	 	 研究許可日から平成 29年 9月 
（5）データ収集方法	 	 無記名自記式調査法 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 無記名自記式質問紙に記載後、返信用封筒で投函していただきます。その後、

電子データにおこし集計作業を行います。 
 
4.	 研究協力の任意性と撤回について 
（1）本研究の趣旨について、口頭ならびに文書を用いて説明し、十分な理解と納得を受けた上で本研

究調査への諾否を確認します。無記名自記式質問紙に記載後、返信用封筒で投函することで承諾し

たこととなります。協力するかどうかは自由意思に委ねられています。 
 



 

（2）研究協力を断っても不利益は生じません。また、できる限り多くの方に回答を求めますが、答え
づらい項目には回答しなかったり、途中で回答を中止したり、白紙のまま提出することがあっても

構いません。 
（3）無記名自記式質問紙に記載後、返信用封筒で投函するため、回収後に回答を修正したり撤回した

りすることはできません。 
 
5.	 個人情報の取り扱い・保護について 
（1）本研究は無記名自記式調査であり、回答いただいた調査票は封筒に入れ封をして投函されるため

個人は特定されません。 
（2）回収した質問紙は、インターネットにつながっていないパソコンでデータ処理を行います。また、

津軽地域ケアネットワーク事務局で鍵のかかるロッカーを用いて厳重に保管します。 
（3）処理データは 5 年間厳重に CD-R 保管を行い、その後裁断処理にて処分します。また、質問紙に

関しては焼却処分します。 
 
6.	 研究参加者の利益及び不利益 

この研究が研究参加者に直ちに有益な情報をもたらす可能性は高いとは言えません。しかし、本研

究によって、津軽地域らしい地域包括ケアの実現を目指した場合の阻害要因を明らかにすることがで

きると考えます。また、その阻害要因に対する各専門職の課題や連携実務者ネットワークの役割も考

えることができると考えます。	

一方では、研究に参加することで個人の時間的負担を負う可能性があります。そのため、研究への

協力は自由意志に基づいて決定できます。	

 
7.	 研究終了後の資料等の取り扱い 
	 	 本研究で収集した質問紙とその入力データは本研究のためにのみ使用します。回収した質問紙は、

インターネットにつながっていないパソコンでデータ処理を行い、津軽地域ケアネットワーク事務局

で鍵のかかるロッカーを用いて厳重に保管します。処理データは 5年間厳重に CD-R保管を行い、そ
の後裁断処理にて処分します。また、質問紙に関しては焼却処分とします。 

 
8.	 研究成果の公表・情報公開 
	 	 研究結果に関しては、津軽地域ケアネットワーク交流会 2017 と学術集会などで公表させていただ
きます。しかし、個人や施設が特定されることはありません。 

 
9.	 その他 
	 	 本研究は、津軽保健生活協同組合健生病院倫理委員会の承認を受け実施するものです。なお、本研

究に関する費用は、津軽地域ケアネットワークと共催団体により支出されており、利益相反関係はあ

りません。疑問点や不安が生じた場合はいつでも下記連絡先までご連絡ください。 
 
【連絡先】 
黒石市国民健康保険黒石病院	 地域医療支援センター	 尾崎麻理 
〒036-0541	 青森県黒石市北美町一丁目 70番地 
TEL：0172-52-2121	 FAX：0172-59-1631	 E‐mail：renkei@hospital-kuroishi.jp 


